
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

0

121,000

0

220,000

121,000

計　画

220,000

220,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-０２０１１０－００５－０１－０１－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

報償金 220,000

220,000 220,000

特　記　事　項

特　記　事　項

121,000

金　額

特　記　事　項

地域公共交通会議２回
同分科会１回

121,000

地域公共交通会議の設置及び開催
回数

２回 ２回

報償金 220,000

サブリーダー 阿久津道央

計
画

公共交通策定委員会により策定された、計画を具現化し、高根沢町の公共交通システムの再構
築を図る。
平成２０年度は、関係機関などの調整を行い地域公共交通会議（道路運送法に基づき）を設置
し、平成２１年度運行開始を目指します。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

報償金

公共交通システム整備費

実
績

担当部課 総務企画部　地域安全課
担　当 危機管理担当

財
　
源

平成20年7月に町公共交通計画を決定し、計画を基礎として平成20年11月町地域公共交通会議
（法定協議会）を設置し、町の公共交通計画の策定と運営・運行計画について協議を行いまし
た。平成21年3月に開催した地域公共交通会議でデマンド交通システムを活用した運行計画を決
定しました。

どのような成果が現れます（現れました）か？

交通弱者を中心として、より多くの人が便利になり親しめる交通システムの構築しますが、同時に需
用と供給のバランスを基本とし、効率性・経済性にも配慮したシステムになります。

車が使えない人でも誰もが気軽に出かけられるような仕組みや安全で安心かつ親しみの持てる交通
の仕組みなどが構築されたことにより、運行が開始され多くの人々に利用されることによって、生活に
おける利便性の向上や地域の活性化に寄与することができる。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


